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形容詞文における擬態語の意味･用法について

楊　　淑　雲

キーワード:擬態語､形容詞､共起関係､修飾､並列

要　旨

本稿は形容詞と共起する擬態語および共起しにくい擬態語を意味的な面と形態

的な面から考察したものである｡その結果､以トの点が分かった｡①形容詞と共起

する擬態語間には形と意味の面である共通性が存在する｡(2)感情･感覚や静的属性

を表す擬態語は形容詞と共起しやすいが､動作の様態や変化の結果を表す擬態語

は形容詞と共起しにくい｡それは､あくまでも擬態語の表す意味によって共起制限

が違ってくる｡③擬態語が形容詞と共起する際､特定の形容詞と共起するかどうか

によって修飾関係または並列関係になる｡なお､それによって､これらの擬態語は

意味的に自立しているかどうかが分かる｡

1.はじめに

日本語の擬態語は､動詞を修飾する副詞と見られるのが一般的である｡そして擬態

語の文法に関する研究もほぼ動詞との修飾関係に着目しているようである｡形容詞

を修飾する場合については､現象自体は指摘されているが､その修飾関係に関する論

究は少ない｡楊(2010)では擬態語の程度表現から形容詞との共起関係を考察したが､

次のような問題点が残っている｡

Ⅰ形容詞と共起する擬態語そのものにどんな特性があるのか､またどんな共通性

があるのか｡

Ⅱ擬態語が形容詞と共起した場合､両者の間にどのような関係が見られるのか｡

Ⅲ形容詞と共起する擬態語は､情態副詞の中でどのように位置づけられるのか｡

そこで､本稿では上のような問題を究明するため､｢妻は酒でも飲んだのか､まぶた

がラフTβ赤い｡｣(飛田p.13)料のような用例を広く収集し､形態的および意味的な面

からその共起関係を検討する｡また擬態語そのものにはどんな共通性があるのかも

見てみる｡さらに形容詞と共起しにくい擬態語についても考えることとするo



94 形容詞丈における擬態語の意味･用法について

2.先行研究

擬態語と形容詞との組み合わせに関する用例を収集するのが困難であるためか､

従来この点に関する研究は少ない｡また､本稿は楊(2010)の続編であるので､ここで

は簡単にまとめてみたい｡まず､工藤(1983)では､形容詞と共起する擬態語が次のよ

うな二種類に分けられている｡

林の蔭で兵士達の顔はLZ)つ/ヾ//と暗かった｡ (野火)

のように具象性が強く､程度性をも内に含んではいるのだが､程度副詞とは言

いにくい｡形容詞を修飾する特殊な情態副詞(副詞形･副詞句)を認めなくては

ならないと思われる｡

また､｢どっしりと重い｣より｢ずっしり重い｣のほうが程度性があらわで､さ

らに｢グッと重い･うんと重い｣になれば程度副詞と呼びたくなりそうだ｡(181

ページ)

要するに､形容詞と共起する擬態語は状態の程度を修飾する際､その程度性があら

わであるかどうかによって程度副詞と呼びにくい特殊な情態副詞と､程度副詞に近

いものの二種類に分けられているということである｡

次に､矢揮(2000)は､アスペクチュアルな側面から､動詞にかかる擬態語は｢丞空壁一

里騒ぐ｣のように動作概念を修飾対象とするものであると見なしており､｢隣のクラ

スがか寸秒や騒がしい｡｣のように状態概念を表す形容詞にかかる擬態語は形容詞の

表す程度の質と程度の度合いを表していると説明している｡

この場合､状態概念を修飾対象とするため､騒がしさの質を表すと同時に､そ

れらの状態の程度がどんなであるかを表す｡｢ざわざわ｣と比べると､状態の質

ばかりでなく､騒がしさに程度差が感じられよう｡

語嚢的な意味としては同じであっても､動作と関わるか状態と関わるかに

よって､｢がやがや騒ぐ｣のような過程性や｢がやがや騒がしい｣のような程度性

が現われるのである｡(228ページ)

つまり､矢滞(2000)は擬態語と修飾対象との関わりを動作にかかるのか､状態に

かかるのか､というアスペクチュアルな観点から考え､擬態語は､動作にかかる場合

は過程性が現われ､状態にかかる場合は程度性が現われると見ている｡ただ､実際に

は｢ZSESと丸っこい女の子だ｡｣(尾野p.123)のように擬態語｢ころころと｣が形容

詞と共起する際､程度性より情態性のほうが明確に現われる場合も見られる｡また､

形容詞と共起する擬態語にはどのような特徴があるのか､その共起関係および共起
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しにくい擬態語などについては論じられていない｡

一方､楊(2010)では､上記の先行研究を踏まえながら擬態語の程度表現から形容詞

との共起関係を考察した｡その結果､属性形容詞または感情形容詞を修飾することに

よって､擬態語がそれぞれ｢ほほ程度性のみ修飾するもの｣｢程度性も情態性も両方と

も修飾するもの｣｢ほほ情態性のみ修飾するもの｣の三つのグループに分類され得る

ことが分かった｡ただ､程度性の表し方に相違が見られるほか､形容詞と共起する擬

態語について1節で述べたような問題点が残っている｡

3.考察

3- 1.形容詞と共起する擬態語

3-1-1.意味的な特徴

小野編(2007)では､意味の面から擬態語を｢自然｣｢人間｣｢事物｣に三大別し､それぞ

れ用法の違いによって次のように下位分類している｡

斉1. //tgG-(2WZノ/rJ i紛紘醗酵

自然 劔人間 劔事物 

大気 �y7��水 ���動作 亅H���性格 亶姶��動き 佝��普_.道具 �/i7��

液体 �7��注2 状態 亅Hｦ��性質 俶��変化 ��9�B�金銭 

本稿は上のような分類法に従いながら､実際に収集した用例から形容詞にかかる

擬態語を意味別に分けてみる｡その結果が次の表2である｡(その詳細は付表1参照)

煮2 Ey'薪p-=07t賭すi J好摩30---I,569J榊(47の抑#オク0-=L,EM 7㌔参i ′ノJo )

自然 劔′人間 劔事物 

天気 �y7��水 ���動作の 亅H���性格 ��ﾈｦ��動き 佝��育.道具 �/i7��

液体 �7��様態 亅Hｦ��性質 倡��変化 ��9�B�金銭 

6 ��B�2 �2�7 田��8 �#r�5 鼎"�7 田��

表2によると､意味別における形容詞にかかる擬態郵ま､多い順に｢程度｣が69例､

｢感情･感覚｣が60例､｢形･状態｣が42例､｢体格･姿｣が27例､｢温度｣が14例である｡この

ような傾向は､形容詞の性格に起因すると考える｡それについては､以下のように上



96 形容詞文における擬態語の意味･用法について

位の順から見ていく｡

形容詞の意味の諸側面において大きな特徴として挙げられるのはその｢程度性｣714

である｡言い換えれば､形容詞は主体の性質･状態を表すと同時に､形容詞が示す状態

の程度､その程度の度合いがどのくらいになるか､なども含んでいることが多い｡そ

して､程度性を持つ擬態語との共起によって､その｢程度性｣が明確に現われるのだと

考えられる｡本稿は数や量の多きも､その｢程度｣に含めることにする｡このように､表

2から見ると､形容詞と共起する擬態語の中で､程度性を持つものが69語あるという

ことは上のような記述を裏付ける要因の一つと考えられる｡以下の例で示しておく｡

(1)多otフ{B重いが､持ってかえってくれないか｡(阿刀田p.286)(属性形容詞に

かかって程度性が高く､情態性が低いもの)

(2)なにやら才'フL//細かい字で書き込んであるメモを開いた｡(浅野p.78)(属性

形容詞にかかって程度性も情態性も持つもの)

(3)そんなこと言われると多.tフぴi/悲しいわ｡(倉橘由美子『聖少女Jp.63)

(感情形容詞にかかって程度性が高く､情態性が低いもの)

(4)何がほしい?はい､お金がtl'フSi/ほしいです｡(林芙美子『放浪記｣心1022)

(感情形容詞にかかって程度性も情態性も持つもの)

ところが,形容詞の表す属性は､ほぼ静的なものであり､積極的に働きかけるもの

ではないと思われるが､実際には動作の様態を表す擬態語との共起によって全体と

して動きの様態をも表すようになる場合が見られる｡ 7例しかないが､次のようであ

る｡

(5) ｢君の奥さんすごい美人じゃないか｣と言われて､彼は/i-i i//と得意そうだ｡

(浅野p.221)

(6)私は鉄板焼き(焼肉)をご馳走になりました.みんなでカ′JカJI楽しかったです

よ｡(国研)

(7)夜遅く帰ると親がL7号やL''号やとうるさい｡(飛田p.143)

要するに､形容詞はもともと単なる主体の特性･状態を表すと見られるが､そのう

ち､特性や状態の中に｢程度性｣も含んでいるものもある｡しかし､動作の様態を表す

擬態語との共起によって主体の状態を表すと同時に､全体として｢動作のあり様｣を

表すようになると考えられる｡(5)は満足してほくそ笑むような｢彼｣の笑う様子､(6)

は大勢の人が声を出して騒ぐ様子､ (7)は｢親｣が不快で煩雑な内容を多量に言い立て

る様子､などというようなことを表す｡このような擬態語はもともと(8)から(10)の
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ように動詞との共起によって動作の様態を表現することに用いられるので､形容詞

と共起するようになると､ただ形容詞の表す性質･状態を表現するのではなく､全体

としてはむしろ動作を伴いながら動きの様子をも同時に表すと考えられよう｡

(8)大臣は希望のポストに指名され､"　i///とノほくそえんだ｡(飛田p.356)

(9) (パーティー)早くいらっしゃいよ.今みんなでカJIわいやってるの｡(飛田

p.630)

(10)みんな勝手なことをL7号pE首や言うばかりだ｡(飛田p.142)

上のような例のほかに､また次のようなものが見られる｡

(ll)夜遅く帰ると女房が㌦'-'}';｣うるさいんだ｡(飛田p.482)

(12)カサ竹中と騒がしい家の中は薄暗い｡ (小野p.508)

(13)先生が来ないらしく隣の教室はカメやかやと騒がしい｡(浅野p.65)

(14)龍子の食事は抄抄とすばやい｡ (北杜夫『檎家人』p.115)

次に､｢感情･感覚｣を表す擬態語と形容詞との共起を見る｡

周知のように､形容詞は､客観的な性質･状態の表現をなす｢属性形容詞｣と主観的

な感情･感覚の表現をなす｢感情形容詞｣に分かれる｡そして､擬態語には動詞を修飾

し､人間の感情･感覚の状態を表すものが多数存在すると認められる｡しかしながら､

(15)から(17)のように動詞にかかって､または｢する｣動詞と結合して入間の心的状

態を表現するよりも､(15')から(17')のように感情形容詞にかかる表現のほうが話し

手にとっての自分なりの内的な感情･感覚を表出することがより強いように思われ

る｡すなわち､形容詞と擬態語との組み合わせによって話し手の感情･感覚をより明

確かつ具体的に他者へ説明することができるようになっていると考えられるo

(15)母に病名を聞かれるたびに胸が多{多{と痛んだ｡(飛田p.271)

(16)虫歯かな､奥歯がL{L{するよ｡(飛田p.184)

(17)虫に刺されたのか皮膚が占JBJJBする｡(島田p.21)

(151)胃袋が針で刺されるように多{多{痛い｡(飛田p.271)

(161)おなかがL{L{痛いんです｡(飛田p.184)

(17')のどに魚の小骨がひっかかっているらしく､何か飲み込むたびにCIうtl卓と痛

い｡(阿刀田p.7)

一方､小野編(2007)では｢温度｣や｢天気｣を表す擬態語があると認めているが､文の

中での用法によれば､それは｢感情･感覚｣を表す類に入ると見ていいだろうと考えら

れる｡それらを以下の例のように示しておく｡
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(18)外に出ると､酔いざめの頬にZIやi/と冷たい風が快かった｡(島田p.167)

(19)その日は､日が落ちても､占､L占､Lと暑かった｡(三浦綾子『塩狩峠』p.1207)

(20)高温多湿､ L'IbLllbと蒸し暑い､不快な天候が続く｡ (浅野p.142)

このように､｢温度｣｢天気｣を表すことに用いられる擬態語を､｢感情･感覚｣を表す

ものに併せて見ると80語になり､意味別に見た形容詞にかかる擬態語の中で一番高

い順位になる｡それは､感情形容詞(含感覚形容詞)は話し手の主観的な感情･感覚そ

のものを表すものであり､表現効果を引き起こす機能を持つ擬態語との共起によっ

て話し手が程度性よりも感情･感覚のあり方を多様に表現するようになるからでは

ないかと考えられる｡

続いて､形容詞と共起する擬態語の中で三番目に多い｢事物の形･状態｣を表すもの

を見る｡このような擬態語は属性形容詞と共起し､形容詞の表す主体の性質･状態､い

わゆる主体の属性を客観的かつ明確に表出すると考えられる｡ただし､｢事物の形･状

態｣を表す擬態語だけでなく､人間の｢体格･姿｣｢性格･性質｣を表す擬態語も属性形容

詞と共起する･o次のような例がある｡

(21)特に美人ではないが､ダ:4Jt(～//としなやかな姿が好ましい｡(阿刀田p.250)

(22)社長ったら､従業員にはひどく厳しいくせに､自分のどら息子には7:わ7:juL一

甘いんだからいやになる｡(阿刀田p.306)

(23)/2f'フTi/と厚ぼったい唇が動いて､たいぎそうに何や命令する｡(阿刀田p.510)

要するに､この三つのグループに属する擬態語は､人間であろうが物体であろう

が､あくまでも主体の特性･性質を表す属性形容詞にかかるものと認めてもいいと言

える｡また､このような修飾関係が多く存在することは､擬態語と動詞｢する｣との組

み合わせに起因すると考えられる｡というのは､このような擬態語は動詞｢する｣と結

合し､動詞として使われるとしても､｢あまり動詞らしくない､静的な属性を表すだけ

のものも多いようであり､『ほっそりしている冊ほっそりした形』のように､ほとんど

『～している冊～した』(連体用法のみ)の形で使われるだけであって､動的な過程を

表すことがなく､単なる状態を表し､形容詞と通じる性格をもっている｡｣は5からであ

る｡このようにして(21)から(23)のものを｢～する｣の形に変えると次のようになる｡

(24)水仕事などしたこともなさそうな､7:i滋､i/した指である｡(浅野p.168)

(25)美人ホステスに囲まれて7:Jz7:わしている社長のお供なんて､もうまっぴら

だ｡ (阿刀田p.307)

(26)ゴリラめいて蓮しい肉体､ぽフ7-i/した唇と太い鼻筋､目と目が離れすぎてど
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こどこを見ているのか当惑させられた｡(国研)

3- 1 -2.形容詞との共起関係

一方､収集した用例によると､擬態語が形容詞と組み合わさる際に､あらゆる形容

詞と共起することができるとは限らず､ある特定の形容詞と共起しやすいというよ

うな傾向が見られる｡それらをまとめると付表2になる｡ただし､このような組み合わ

せは､元来｢擬態語+する｣という形式から動詞｢する｣が省略された上で形容詞にか

かるという｢並列｣の関係になるのか､または動詞｢する｣とは関係なく､単なる擬態語

と形容詞との共起という｢修飾｣の関係になるのか､という問題が出てくる｡これにつ

いてまず付表2にある特定の形容詞と共起する擬態語から見ていく｡

(27)頭の奥がLl尤L'i痛いo (飛田p.215)

(28)何が入っているのか､小さいくせにと'Lつと重いかばんだった｡(浅野p.205)

(29)新雪のスロープは,3.tb,J'tカと柔らかい｡ (阿刀田p.463)

(30)温泉に入るといつまでも体がぽっぽとー暖かい｡(島田p.189)

上の例のように､形容詞が擬態語と共起することによって､それぞれの形容詞が

表す性質･状態がより明確に表現されるようになる｡もともと､このような擬態語は

(27-)から(30■)のように動詞｢する｣と複合し､主体の状態を表現することがしばしば

見られる｡

(271)頭の奥がL'i L施する｡

(28')tl'Lつとしたかばんだった｡

(291)新雪のスロープはJb,A.tカとしている｡

(301)体がぽっ/ffする｡

そのため､このような擬態語は(27")から(30")のように､｢する｣と複合したまま､

形容詞と共起することもあり得右けれども､ほとんどの場合｢する｣が省略される｡そ

れは､｢擬態語+する｣という形式で現れるものが形容詞の表すものと二重になるた

め､｢擬態語+する｣の形式と形容詞とが組み合わさる際に｢する｣が省略され､擬態語

だけが残って形容詞の表す状態を修飾し､いわゆる形容詞が表す状態の質を表すと

同時に､それらの状態の程度をも表すことができるようになるからである｡

(27")頭の奥がL'i LJiして痛い｡

(28")ど'Lつとした重いかばんだった｡

(29")新雪のスロープは,)1b,J'tカとして柔らかい｡
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(30")体がぽっ広として暖かい｡

ただ､付表2の擬態語の中に動詞｢する｣と複合できないものがある訂わいわい｣｢む

しむし｣｢ぶ-ぶ-｣｢ぎっしり｣がそれである｡このように､特定の形容詞と共起する

擬態語の特徴を考えると重要なことは動詞｢する｣と複合するかどうかということよ

り､むしろ擬態語が表す内容によって後ろにかかる形容詞がほぼ決まっていること

にあると言えよう｡要するに､これらの擬態語は形容詞と共起する場合に特定の形容

詞としか共起しないことから分かるように､意味吋に自立していないと考えられるo

(30)の場合を例として言うなら､｢熱を持って､断続する感じでほてる様子｣という擬

態語｢ぽっぽ｣のもたらす情報によって修飾されているのは｢暖かさ｣｢熱さ｣という状

態であるので､形容詞と共起するなら､そのような状態概念を表す形容詞｢暖かい｣

｢熱い｣が擬態語｢ぽっぽ｣と共起しやすいようになると考えていいだろう｡

一方､付表2以外の擬態語が複数の形容詞と共起した場合､機能的には修飾関係で

ない場合が見られる湖が､ここではまず修飾関係になる場合から見る｡例としては次

のようなものがある｡

(31)とにかくそこへ行くと電化製品が乏基二と安くて､信じられないくらいだ｡(阿刀

田p.17)

(32)辺りはもうTフJd)i/暗かった｡(国研)

(33)石の表はすべすべして励LZ)i/と暖かい｡ (福永武彦『草の花｣心108)

(34)先週はL少者や{多や忙しかった｡ (飛田p.602)

このような擬態語は､事物の程度を表すことに用いられるので､状態概念を表す形

容詞との共起によって形容詞の表す状態の程度を修飾する｡換言すれば､これらの擬

態語は形容詞と共起する場合にいくつかの形容詞と共起し､その状態の程度を修飾

することができることから分かるように､意味的に自立していると考えられる｡この

ような擬態語はもともと(35)から(38)のように動詞と共起する際にも特定の動詞に

限定されず､複数の動詞と共起し､動作の内容の程度を表すのに用いられる｡

(35)きみの会社じゃボーナスも真昼と出るんだろう｡(阿刀田p.17)

(36)旅行の用意はTフ25J〝できた｡ (浅野p.159)

(37)婦人が去ったあと､部屋には香水の香りが成るLZ)〝漂っていたo(阿刀田p.523)

(38)たったの一日で胃が小さくなり､食事の量が必多や{多p減ります｡(国研)

また､このような擬態語はもともと動詞｢する｣と複合しないので､｢擬態語+形容

詞｣の組み合わせは見られるが､(35■)から(38■)のように擬態語が｢する｣と組み合わ
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さった上で形容詞と共起する場合は見られない｡

(35●) *電化製品がま左二として安い｡

(361)*辺りはもうTフ.か//して暗かった｡

(371) *石の表はすべすべして慮るLZ)i/として暖かいo

(38r) *先週はLit多f,{多やして忙しかった｡

上のような擬態語のほかに､事物の程度を表す擬態語を表3のように示しておく｡

矛3彦瀞のEy'ddJ,-=p7∠ノ#@すi威武穿`

程度の度合い 擬態語の例

うん､ぐっ､ぐん､すっかり､ずん､どっさり､むちゃくちゃ､めちゃくちゃ

めちゃめちゃ

うっすら.ちっ､ちょい､ちょこつ､ちょっく　ら､ちょっぴり､ぽっ､ほんのり

次に､一見擬態語が形容詞を修飾しているように見えるが､実際には形容詞を修飾

しているとは見なし難く､むしろ形容詞と｢並列｣の関係になるものを検討する｡次の

例がそれである｡

(39)買ったアイスチョコレートド7)ンクも以外とLbフtF/と美味しかったですo

(国研)

(40)縮緬は肌にLフとj/とやさしい｡(飛田p,190)

(41)たいそう男らしく､SフJ:Yi/と美しい風采である｡(田辺聖子『新源氏Ap.375)

(391)買ったアイスチョコレートド7)ンクは以外とLbフSj/(t)している｡

(40r)縮緬は肌にLつとi/としている｡

(41■)たいそう男らしく､Sフu//としている風乗である｡

というのは､これらの擬態語は形容詞と共起しても形容詞の表す状態を修飾する

のではなく､主体の状態を修飾することに用いられるのである｡そのため､不特定の

形容詞と共起することができるだけでなく､形容詞とともに主体の状態を表すので､

形容詞と｢並列｣関係にあると言えよう｡もともとこのような擬態語は(39')から(41')

のように｢擬態語+する｣という形式で主体の状態を表しているが､形容詞と共起す

ると､(39")から(41")のように｢する｣と複合したまま､形容詞と共起することもあり

得る｡

(39")アイスチョコレートドリンクは以外と.6フきーi//とノして美味しかったですo
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(40'')縮緬は肌にLつとj/してやさしい｡

(41")たいそう男らしく､SフuF/として美しい風采である｡

以上述べてきたような擬態語と形容詞との共起関係を次の表4にまとめておく｡

斉4彪乾穿t #/y'itf*F,-=JVtのノ煮抑

特定の形容詞-と共起 儻9<�.�,ﾈﾆ�vX霾,hｺHｴ��

並列 ��あっさりとおいしいo 

修飾 �:ｨ,ﾈ卻*ｨ+h/�+h/�,�*&��すっかりいいo 

3-1-3.形姫的な特徴

この節では語形において何らかの共通性があると考えられる形容詞と共起する擬

態語について､従来の研究を踏まえながら検証してみる｡まず､西尾(1988)では擬態

語同士の間の共通点について以下のように述べている｡

象徴譜のもとになる語根を考えて､そのくり返しや､擬音､促音､長音､｢り｣な

どの挿入や添加によって､さまざまな語形が作り出されてゆき､そこに規則性･

体系性が見つけやすい｡従って､たとえば笑い方を表す擬態語の一部分には､

にこにこ　にこり　にっこり　にこっ　にこ一つ

にたにた　にたり　にったり　にたっ　にた一つ

にやにや　にやり　にやっ　にや一つ

のような関係を表す図が容易に作り出される｡象徴語同士のつながりを全体

的に調べるためには､このような五あるいは四の語形のような系列を残らず取

り上げなければならない｡(250-251ページ)

このように､形態上の違いによってもたらされる意味上のニュアンスには微妙な

違いが出てくる｡収集した用例を見ると､擬態語が形容詞と共起する際に形と意味の

面で以下のような共通性が感じられる｡

①語末の促音によって主体のあり様を瞬間の印象としてとらえて表現する｡例:

｢きりきり/きりきりっ｣(痛い)｢ぐにゃぐにゃ/ぐにゃぐにゃっ｣｢ふかふか/

ふかふかっ｣｢ふわふわ/ふわっ｣(柔らかい)｢ひょろひょろ/ひょろっ｣(高い)

｢ころころ/ころっ｣(丸い)｢ひやひや/ひやっ｣(気持ちよい･冷たい)

②語根のくり返しによって主体の状態に対して一回性から断続的に感じる様子を

表現する｡例:｢じん/じんじん｣｢ちく/ちくちく｣｢ちくり/ちくりちくり｣(宿
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い)｢ふわーっ/ふわふわ/ふわりふわり｣(柔らかい)

③促音の挿入または｢り｣の添加によって瞬間的にとらえたことをひとまとまりの

ものとして表現する｡例:｢ずしっ/ずしり/ずっしり｣｢どしっ/どっしり｣(重

い)｢ひやっ/ひやり｣(気持ちよい･冷たい)｢ぼってり/ぼてぼて｣(厚い･太い)

④擬音の挿入または添加によってまとまりのものを味わう余裕の暗示があるとい

うことを表現する｡例:｢ふわり/ふんわり｣(暖かい･軽い)｢ひやり/ひんやり｣

(気持ちよい･冷たい)｢どしっ/どしん｣(重い)

⑤長音の添加によって主体の状態がある程度続くということを表現する｡例:｢し

ん/し-ん｣(静か)｢じん/じ-ん｣(痛い)｢ふわっ/ふわ-つ｣(柔らかい)

⑥清音･(辛)濁音の対立によって主体の状態を表す際､程度の度合いに違いが出て

おり､またはそれに対する不快な暗示を伴う表現である｡例:｢くりくり/ぐりぐ

り｣(丸い)｢ひりひり/ぴりぴり｣(痛い)｢ほかほか/ぽかぽか｣｢ほっかり/ぽっ

かり｣(暖かい)｢ひりり/ぴりり｣｢びりびり/ぴりぴり｣(幸い)｢ふかふか/ぶか

ぶか｣(柔らかい)

上のようなペアから見ると多い順に｢痛い｣6ペア､｢柔らかい｣6ペア､｢暖かい｣3ペ

ア､｢気持ちよい｣3ペア､｢重い｣3ペアがある｡このように､擬態語が特定の形容詞と共

起する際に形態面からだけでなく､意味の面にも共通性が感じられると言えよう｡

3-2.形容詞と共起しにくい擬態語

前節では形容詞と共起する擬態語を調べたが､ここでは形容詞と共起しにくい擬

態語がどんなものであるかを意味的な観点から考察する｡

擬態語の中に動作の様態や出来事の起こり方､あり方を表すものが多く存在する｡

しかし､ 3-1-1節の表2によれば､人間の動作の様態を表す擬態語の中に形容詞と

共起するものは7語しかない｡托7それは､形容詞の表す属性は､ほほ静的なものであ

り､積極的に働きかけるものではなく､単なる主体の状態を表すという性格に起因す

るからである｡また､動作の様態を表すことと何らかの関わりがありながら､｢動き

そのものの実現のされ方ではなく､実現された回数的なあり方｣'tBを表す擬態語があ

る｡そのような擬態語は状態概念を表す形容詞と共起するより､動作概念を修飾対象

とする動詞と共起するほうが自然である｡次の例はそれである｡

(42)この辺りではタヌキが多.tJJ多よい現れるんですよo(阿刀田p.280)

(43)あの人なら上京の折に多よ{多.t{訪ねてくるよ｡(阿刀田p281)
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(42■)*ちょいちょい+形容詞

(43■)*ちょくちょく+形容詞

次に､表2の｢動き･変化｣の項目にある擬態語は(44)から(48)のようであり､ 5語し

か形容詞と共起しない｡

(44)やはり手紙より電話で話したほうが､フ｢少-と話が早い.(浅野p.194)

(45).どうZ-''8長いだけで､さっぱり要領を得ない講演だった｡ (浅野p.178)

(46)それこそ結婚する意味ないですが-｡カ多力多長くてすみません｡新婚早々夫

婦別室ってどう思われますか｡先輩奥様にお聞きしたかったのでこちらのカテ

にしました｡(国研)

(47) {石{i!変わりやすい天気｡(浅野p.105)

(48)やまの美しきにひかれて人は山々に登る｡が､山の天気はぽ｣つと変わりやす

いから､山登りを甘くみてはいけないよ｡(尾野p.248)

ただ､このような擬態語は形容詞の表す状態を修飾するのではなく､事物の動きを

修飾すると考えられる｡(44)の場合を例にして言うと､形容詞｢早い｣の状態を修飾す

ると言うより､むしろ｢話の内容が早く相手に通じて理解し合える｣ことを修飾する

と言えよう｡このように､事物の動きを表す擬態語も人間の動作の様態を表す擬態語

も両方とも主に動作概念を修飾対象としているので状態概念を表す形容詞と共起し

にくいと考えられる｡

また､この項目(｢動き･変化｣)の中に入っている事物の変化を表す擬態語も形容詞

と共起しない｡このような擬態語はふつう後ろに結果の修飾を表す｢に｣語尾を伴っ

て変化の結果を表している｡そのため､(49)(50)のように変化の結果をもたらす動き

を修飾対象とすることができるけれども､(49')(50')のようにただ状態概念のみを表

す形容詞を修飾対象とすると不自然になる｡

(49)消防車の放水で夜具も畳もカーッペットもy''LJZIl'L,よにぬれて使い物にな

らない｡(阿刀田p.408)

(50)炎天下10時間のドライブ.ドライバーも座席の子どもたちも{A-{A-に疲れ

てしまった｡(阿刀田p.118)

(49') * ZI'tLよU''Lよ+形容詞

(50■) * {Z-{Z- +形容詞

さらに､変化の様態を表す擬態語は(51)(52)のように形容詞と共起しにくい｡それ

は､そのような擬態語は変化の度合いが大きく､引き続く様子を表しているので単な
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る状態を修飾する形容詞と共起すると文が不自然になるからである｡

(51)塾li一入ってから娘の成績はく1結く｢尤よくなった｡(飛田p.127)

(52)新薬を使い始めると病気があき0才よくなった｡(飛田p.600)

(51r) *娘の成績は{尤{iよいo

(52r) *病気がbき0才よい｡

ただ､物事の程度が一時的かつ甚だしく変化してしまった様子を表す擬態語は形

容詞を修飾することが可能になる｡例えば､次のような例である｡

(53)なにしろ軍艦を作るスピードは日本のほうが<左と早かったからね｡そこで軍

縮案なんか出しやがったんだ｡(北杜夫『稔家人』p.1351)

(54)それは翌朝の霜の烈しさを思わせるような晩で､日中とは違って､Leiつきj/莱

かった. (島崎藤村『破戒Ap.6)

4.まとめ

擬態語は動詞を修飾するものと見られるのが一般的であるが､実際には調査対象

とした851語の擬態語の中に177語のものが形容詞と共起することが見られた｡それ

らについて本稿では意味的な面と形態的な面から分析を行ない､また形容詞と共起

しにくい擬態語についても考察した｡その結果､以下の点が明らかにならた｡

(1)擬態語そのものの表す意味によって形容詞との共起における制限が違ってく

る｡感情･感覚や静的属性を表す擬態語は形容詞と共起しやすいが､動作の様態

や変化の結果を表す擬態語は形容詞と共起しにくい｡

(2)動詞と共起する場合と同様に､形容詞と共起する際に形と意味の面である共通

性が存在する｡

(3)擬態語が形容詞と共起する際､二つの傾向がある｡一つは特定の形容詞と共起

する場合､形容詞と修飾関係になることである｡もう一つは不特定の形容詞と共

起する場合､形容詞と修飾関係になり､または並列関係になることである｡なお､

特定の形容詞と共起するかどうかによって､これらの擬態語は意味的に自立し

ているかどうかが分かる｡

ただし､前掲の問題3について､擬態語は形容詞と共起することができるだけでな

く､｢もうTつ.少iJ初夏だ｡｣(尾野p.163)のように｢名詞だ｣を修飾したり､｢納豆やオ

クラのカ励〝●は体にとてもよい｡｣(飛田p.364)のように名詞として使われたりす

ることがある｡従って､従来､動詞を修飾する情態副詞として見られてきた擬態語を
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副詞の中にどのように位置づけるか､ということをあらためて考え直すべきである

と思うが､本稿ではすべて今後の課題としたい｡

注

`本稿では, 7種の辞書(後掲)の中で複数の辞書に収められた現代日本語の擬態語851語を対象とし､日本

語コーパスと辞書から形容詞と共起する際の擬態語177譜の程度表現を考察するものであるo意味記述も

それらの辞書に従ったo()の中は用例出典を示す際の略号で,正確な名称は本稿の末尾に記すo用例の｢下

線｣は筆者が入れたものであり､出典名のないものは引用した付文と比較するための作例であるo
J′J､野宿(2007)は､人間の動作に関わる様々な様態を記述する擬態語を｢動作･状態｣の項に分類しているo L

かし､ここでは｢事物｣の｢形･状態｣を表す擬態語と区別するため､表2に示すようにそのようなものを｢動

作の様態｣とする{,

iただし､複数の場合に使われて重複して出てくるものについては別々に数えた｡それらについては付表1に

おいて口でかこって示しておくo

価尾(1979)は形容詞の｢程度性｣について｢ものごとの属性には､属性の種類の遠いとともに､属性の程度の

違いが基本的な契機として存在する(､ものごとの属性を表す主要な品詞である形容詞においては､その意

味の特性としてF程度性｣を含んでいることが非常に多い｡｣と述べているo(155ページ)
EJ西尾(1981) 213ページ参照｡

`'本稿は楊(2010)の続編でありながら,前篇では主に擬態語の程度表現から形容詞との関わりを考察した

が､共起の内実については言及しなかった0

7調査対象とした851語の擬態語の中に674語のものが形容詞と共起する用例が見られなかった｡本来はこ

のような現象に対して考察を行なうべきだったが､本稿は紙幅の関係でより詳しい考察が今後に残された

ままであり､3. 1. 1節の表2に示すように､形容詞と共起する擬態語の中における数少ないものをめぐっ

て考えることにとどめる｡

択田守(2002) 58ページ参照｡

用例の出典

(浅野)浅野鶴子編(1978) r擬旨語･擬態語辞典｣角川書店

(阿刀田)阿刀田稔f▲･星野和子著(1993) r正しい意味と用法がすぐわかる擬音語･擬態語使い方辞典』創柘杜

(尾野)尾野秀一編著(1984) r日英擬音･擬態語活用辞典｣北星堂

(小野)小野正弘編(2CK)7) r擬音語･擬態語4500E]本譜オノマトペ辞典j小学館

(島凹)島田基編(1990) rtj本譜学習者のための副詞用例辞典｣凡人杜

(飛田)飛田良丈･浅田秀子著(2002) r現代擬音語擬態語用法辞典｣東京堂

(藤Ef])藤田孝･秋保憤一編(1990) r和英擬音語･擬態語翻訳辞典｣金星堂

(国研) r現代日本語書き言葉均衡コーパス｣モニター公開データ(2008)国立国語研究所

rCD - ROM版新潮文庫の100冊J (1995)新潮社版

参考文献

加藤重弘(2003) r日本語修飾構造の語尉論的研究｣ひつじ書房

田守育啓(2(氾2) rオノマトペ擬音･擬態語をたのしむJ岩波書店
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西尾寅弥(1979) ｢形容詞の意味･用法の記述的研究｣秀英出版.

西尾寅弥(1981) ｢<擬音語･擬態語+する>の形式について｣r現代語柔の研究｣(1988)に所収明治書院pp

21ト228

西尾寅弥(1988) ｢象徴語をめぐる<つながり>について｣r現代語兼の研究｣(1988)に所収明治書院pp

246-263.

楊　淑雲(2008) ｢擬態語の語尾とその後接成分について｣r国語学研究｣ 47, pp. 40-53

楊　淑雲(2010) ｢擬態語の程度表現について一形容詞と共起する場合-｣『国語学研剰49.pp. 16-30

-中華大学副教授-
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付表1:形容詞と共起する擁絶勝(意味別)

甘利 剞｣億諦 ����B�

自 然 �5hｴ2�うらうら､匡互亘二可､匡亘亘司､匡二亘亘二可､匡亘至可､匡亘画 澱�

温度 仄xﾍﾙ�隘ﾚI+ﾉ��證I��?���H+X/�+X/�ﾈ,x.ｸ,x.ｺHｺy�齏ｩ?��*Hｺx蓼�蔟ﾚHｺy��*I�囲ﾒ�14 

匝可､匝亘亘亙､匡喝､匝互転]､匝∃､むわつ 

水.綾体 仄x蓼ﾍﾘ�*Hｺy��枌�2 

火.土 嚢�掩｣ｨ�*H+�.ｸ+�.ｺI�掩ｩ�(謦�3 

人 間 �:鞐ﾈ,ﾉvﾂ��B�匡亘亘司､匡車重二三亘司､匡亘亘画にんま｡､ぷ⊥ぷ-､わいわい､わやわや 途�

感情.感覚 �*�,�+8.な*(.x*(.zI��?�/��(ｹﾘ證H*ｲﾘ/�H*ﾈ.X,�Hｺy�?���ﾚH*ｸ.�*ｸ.芥*ｸ.�*ｸ.�,*H+8,�*ｲ�60 

ば､じ-ん.しくしく､しっとり､じとじと､直垂亘二転しゃきしゃき､しやりつ､しよんぽ 

り､匝亘可､匡司､匡互亘司､すかっ､すきつ､匡亘亘∃､だら｡､匡∃､ちくちく,E] 

匡可､ちくりちくり､ちりちり,匡二∈司､匡亘亙､匡司､とろつ､とろとろ､匡妄∈季]､画 

巨亘亘]､ぬめぬめ,ぬらぬら､ぬる｡､匡三二至可､ひやつ､ひやひや､匡亘可､ひ｡ひり､ぴ 

りtF_｡､びりぴ｡､ひ｡｡､ぴりり､匡夏至可､ふにゃり､ふわり､匡司､巨を亘司､匝巨頭 

国､匡享亘亘]､ぽっぽ､ほろつ､まごまご､むうつ､むずむず 

惟格.性質 �*�,�,h.蟹�囲ﾘ證H+8,(,��H,X.ｨ,X.ｪHｺxｩ鞴�*H,ﾈ/�7�/�+ﾘ.x.な-(+�-(+�-(/�-(/��8 

体格.姿 儁倅���*H*ｸ.�,*Hｺy?��?��?�謦霄y�陬ｨ�*H+�.�+�.芥+�.ｸ+�.ｺHｺy�ﾍﾘ�*H+X,�+X,芥+x*�,�B�27 

すっきり､すらり､ずんぐり､匡衰亡亘]､匡亘亘司､匡亘亘司､てらてら､とろん､なよなよ､ 

ぬつぺり､匝互亘二亘]､匡互互司,匝云萱至=室二司､,匡亘妄司､匡互互可､匡享亘可､匝互亘亘] 

瓦､匡三三可 

■ 物 �:�*ｲ饅�ｲ�くるくる､だらだら､つ-か-､ねちねち､ぱーっ 迭�

形.状態 �*�+8*�+:Hｺy�ｨﾔ磯eﾚIT8ｩ�?�證Hｺy?�/�證Hｺxﾍﾘ�ｩ?��*Hｺsｨ蓼蓼�*H*�,�+ﾘ.蟹�掩ｩ�?�隧�證D%ﾒ�42 

匡亘三重二重二三]､こりこり､ころつ､E∈章二可､しん､匡≡司､匡亘二妻蓬]､匡三亘司､するす 

る､匡夏蚕可､匡互亘司､ちらちら､匡三二司､直亘司､匡二∈司､匡三三可､区を∃､ふかふ 

か､ふかふかつ､匡亘亘二重]､ぶくぶく､匡三二こら]､ふにゃふにゃ､ふにゃり､ぷよぷよ､ふわ 

一つ､ふわつ､ふわふわ､ふわりふわり､ふんわり､匝三三可､ぼてぼて､むっちり､巨頭 

可 

育.道具. 食載 仄x�ｨ證Hｺy?��掩･ﾚHｺy?�蓼��+��*Hｺy�證Hｺx蕀?�證Hｺx�ｨ證Hｺxﾍﾘ��"�7 

程度 �*H,�+x.zH*H/�I�飴ﾙ��證IT8��｣ｨ�*IM倩ｩ�證I��?�/�證Hｾih囲ﾘ證I+ﾉ?��謦ﾈｺx蕀?��掩･ﾚB�69 

匡二三亘二可､ぐつ､匡亘夏至亘司､匡亘亘二重宣互さ]､匡亘三五匡:亘三可,ぐん､匡亘互≡司 

臥匡≡二司､匡亙､匡互亘司､すっかり,匝二亡き]､匡互可､匡三二∈亘]､すん､匡亘蓮二重]､E] 

E]､匡ここ亘]､ちつ､匡亘二亘司､ちょい､ちょこつ､ちょっくら､ちょっぴり､ちらり､ちんま 

｡､匡夏至司､匡≡司､匡⊆≡]､匡亘司､匡至司､匡∃､どっさり,匡三三二可､匡互互可､ 
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区を司､匡互章二可､匡互亘司､匝二云二衰亡互司､匡亘亘司､匡亘亘司､匡三三二亘]､匡三三司､ ��

匡司､ぱーっ､ぼそぼそ､ぽっ,匡三重可､匝]､匡享互亘可､匝三三可､ほんのり､ 

ぼんやり､むちゃくちゃ､匝司､めちゃくちゃ､めちゃめちゃ､めっきり､匝毎夏亘] 

計 �� �#S��

(中の数は異なり語数である｡)
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付兼2:特定の形容詞と共起する撫篇簡

類 別 ��9�H�,ﾉ;���形容詞の例 ��9�ﾙ���,ﾉ��%b�

感 捕 仄x�掩ｨ8��機嫌いい.楽しい ���

にんまり �;闕2�*H.ｨ+X*"�1 

じりじり 儻8���1 

しょんぼり､ひっそり､直垂二亘二司 偃(+X*"闌8*"�3 

感 ↑ �+�+X,�H+�+X.芥+�,�+X.芥+�.x.芥,x+X,�H,x+X/�H,x+x/�H,x,�+X.��まい.にぷい 唐�

匡亘可､匡互亘可 佗�*"�2 

ぬくぬく､匡亘可､匡亘互亘]､ほかほか､ぱかぱか､はつかり､ぽっかり､匝三回 �&x*�*"陋x*�*"�8 

匡享回,むしむし､むつ､むわつ 傚�*"颯ﾘ*"�4 

寒い.冷たい 迭�

痛い.壬苦しい ��r�

んじん,ちく､ちくちく､ちくり,ちくりちくり､ちりちり､どんより､ひりひり､ 

匡亘亘可 

むずむず �*�.H*"�1 

匡亘亘亘】 �*�-�*ﾘ+8*"�1 

2 

匝二重亘]､ぴりぴり､ひりり､ぴりり 儘ｸ*"�4 

人 間 の あ り 様 �-(+�-(+ⅸ-(/�-(/��元気 �"�

爽快.さわやか �2�

2 

ひよろつ､匝互亘亘二童二司 俘(*"�2 

匡互亘可 �+X,�.(*��2 

形 状 ��聞い �"�

ぼりつ ��h+X*"�1 

柔らかい ��2�

也 ��

なめらか 釘�

丸い 釘�

だらだら､匝垂亘ij] �+x*"�2 

ぎっしり.しなしな､すらり､巨を亘可､ほっそり 俤y+x*"鞏x*"鞏r�*�*"�5 

短い.低い �"�
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(中の数は異なり静数である｡)


